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1．はじめに

平成21年12月2日（水）～12月4日（金）の3日間にわたって長崎大学医学部において日本放射線安全管理学会の第8回学術大会が開催されます。会員諸氏におかれましては奮って口頭、ポスター発表、シンポジウムでの活発な討論に参加していただき、本会が放射線安全管理学の進展に貢献する有意義で盛会な学術大会となりますよう、実行委員会一同心から期待しております。大会に参加される方は、ホテル等の宿泊予約は是非とも早めに済ましてくださいますよう、お願い申し上げます。
　本文フォントは明朝体、標題、著者名、および所属はゴシック体を用いてください。

